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始業式では、「オアシスの老人」というお話をしました。

皆さんはこのお話をどのように受け留めましたか。

・自分の周りの環境や周囲の人のよしあしは、自分の心や態度次第でいくらでも変わる。

・集団は、集団を構成する一人一人で決まる。
・同じ物事ならポジティブにとらえよう。

・もしも、新しい仲間や先生のよくない面ばかりに目が行って、過去に気持ちが向かう

ときは、自分の態度や言動を振り返り、集団を構成している自分の「ONE PIECE」を
磨くとよい。自分から明るい未来に向かう集団をつくろうとしてほしい。

始業の節目に当たり、皆さん一人一人が、自分の可能性を広げるための新たな決意を持っ

てこの学び舎に足を運んでいることと思います。ぜひ、前向きな行動につなげるとともに、

互いの行動を支え、後押しし、受容する心を持つことで、力強く温かな集団となりましょう。
そして、今の気持ちを大切にしながら、新しい学級の仲間、新しい学級・学年の先生方と共

に、明るい未来に向けて、よりよい学校生活をつくっていきましょう。

〈始業式の黒板から〉
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先日の新任式において、生徒代表の藤本天さん（２年４組）が、新たに着任した先生方へ向けて
歓迎の言葉を述べました。

暖かな日差しを受け、みずみずしい若葉が春の訪れを待ちわびていたように生き生きと芽吹
いています。
着任された７名の先生方、ようこそ附属中学校へ。新たなスタートラインに立った今、先生

方をお迎えして、これからの明るい未来に胸が高鳴る思いです。
「附中の授業は生徒がつくる」これは、ここ附中で大切にされている言葉です。生徒一人一

人が主体となって、日々の授業や行事をつくり、互いに考えを深め、絆を強めています。言葉
を大切にし、個々の意見を尊重する授業は、私たちの誇りであると自負しています。
私たち附中生は、生徒会スローガンに「ONE PIECE」を掲げ、自他の考えや個性を認め合

い、附中生一人一人が学校をつくる一つの「ONE PIECE」としての自覚を持ち、全ての附中
生が活躍できる学校を目指しています。時代もどんどん変化していく今だからこそ、新しい仲
間や先生方と共にそれぞれが持つ力を発揮し、充実した学校生活を送りたいと思っています。
これから御指導のほど、よろしくお願いいたします。

生徒代表歓迎の言葉～新任式(４/７)において～
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